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宮川用水土地改良区 管理課

夏期かんがい期間について

宮川用水事業につきましては、日頃よりご理解、ご協力を頂き厚くお礼申し

上げます。

このことについて、異常渇水のリスク低減のため、平成２４年より国営二期

事業計画に基づき「夏期かんがい期間」を変更させて頂いたところですが、本

年も引き続き下記のとおりとさせて頂きますので、ご了知下さいますようお願

い致します（※宮川ダム放流は、４月１１日からでないと放流できません）。

ご理解、ご協力の程よろしくお願い致します。

記

○夏期かんがい期（４月１日から９月１５日）

４月 １ 日から ４ 月１０日までは通水準備期間

４月１１日から ９ 月１５日までは通水期間（水稲栽培期間）

○冬期かんがい期（９月１６日から３月３１日）

※主に畑作、ハウス栽培向けの通水です。

円滑な通水を行うため、通水期間の取り組み並びに節水について、ご理解と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

代掻きのための取水は、４月１１日以降でお願いします。



（みずみはんさく）
昔からの言葉『 水 見 半 作 』

●給水利用の分散
●給水管理の徹底
●水尻管理の徹底

●給水利用の集中
●掛け流しの増加
●水尻管理の悪化

水が届かない原因

水を届ける方法

代掻期：代掻きの分散化により給水利用も分散
出穂期：掛け流しの増加により給水利用が集中

（各分水工）
（各農地）

（各農地）

（各分水工）

●宮川から取水し一年間に使用できる水量が決められています。
●各分水工から配水（供給）する施設の機能（能力）には限界があります。
●各農地（地域）で給水利用（需要）を分散することで宮川用水が行き渡ります。
●水管理（給水・排水）の徹底により水資源の有効利用が図られます。

●夏期かんがい期間（４月１日～９月１５日）  ４月１日から４月１０日までは通水準備期間
 ４月１１日から９月１５日までは通水期間（水稲栽培期間）

代掻きのための取水は、４月１１日以降でお願いします。




